
水道料金推移（税抜き） 単位：百万円

H2４ 3,779 233 2,032 △ 7 5,811 226 30,085 114 114 1,170 6,040 230
H28 3,798 18 1,859 △ 7 5,657 11 28,275 109 111 1,040 5,877 5

H29(改定) 3,971 173 1,905 46 5,876 219 28,253 111 114 1,019 6,101 224

H30 4,032 61 1,932 27 5,964 88 28,206 110 113 993 6,187 86

Ｒ元 3,977 △ 55 1,843 △ 89 5,820 △ 144 27,452 108 112 974 6,040 △ 147

Ｒ２ 4,094 117 1,698 △ 145 5,792 △ 28 27,602 103 109 942 6,004 △ 36

Ｒ３ 4,071 △ 23 1,766 68 5,837 45 27,605 102 106 919 6,045 41

Ｒ４ 4,027 △ 44 1,769 3 5,796 △ 41 27,225 103 107 925 6,006 △ 39

Ｒ5 3,977 △ 50 1,813 44 5,790 △ 6 27,042 99 103 887 5,992 △ 14

Ｒ6 3,959 △ 18 1,892 79 5,851 61 27,193 98 103 882 6,052 60

Ｒ7 3,960 1 1,826 △ 66 5,786 △ 65 26,839 101 106 903 5,993 △ 59

※ (改定)　は、料金を改定した年度

対前年
増　減

統 合 分
(b1)

戸　　隠
鬼 無 里
大　　岡

合 併 分
(b2)

信州新町
中　　条

水　　量
（千m3）

料　  金
(A)+(b1)+(b2)

対前年
増　減

水　　量
（千m3）

年　度

水　道　事　業 旧簡易水道事業 総　合　計

一般家事用
他

対前年
増　減

業　務　用
対前年
増　減

合　　計
(A)

水道料金収入の推移

　令和7年度の水道使用水量は前年度から約33万3千㎥の減(△1.2％)、水道料金収入は前年度から約5,900万
円の減(△1.0％)となった。
　これは、業務用の大口事業者における水量減少が主な要因である。一方、一般家事用他は人口減少下にお
いてほぼ横ばいを維持していた。今後、一般家事用の減少が、人口減少に伴い緩やかに進むことが予想され
ることから、経済動向の影響が大きい業務用の動きには注意が必要である。
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業務用料金 一般家事用他料金 統合分
合併分 全体水量 旧簡水除く水量

棒グラフ

（百万円）
折れ線グラフ

（千m3）

28,075千ｍ3

6,045百万円 6,006百万円 5,993百万円

28,524千ｍ3

(27,225千ｍ3)

(5,790百万円)

(5,786百万円)

5,877百万円

(5,657百万円)

27,742千ｍ3

6,187百万円

(5,876百万円)

(28,275千ｍ3)

6,040百万円

(5,964百万円)

29,315千ｍ3

(28,206千ｍ3)

(27,193千ｍ3)

28,544千ｍ3

6,004百万円

(5,820百万円)

29,199千ｍ3

(27,452千ｍ3)

(5,792百万円)

28,426千ｍ3

(27,602千ｍ3)

28,150千ｍ3

(5,837百万円)

(27,605千ｍ3)

(5,796百万円) (5,851百万円)

5,992百万円

27,929千ｍ3

6,052百万円

(26,839千ｍ3)
(27,042千ｍ3)

6,101百万円

29,272千ｍ3

(28,253千ｍ3)

上段金額：全体

下段金額：旧簡水除く

下水道使用料推移（税抜き） 単位：百万円

単　　独 流域下流 流域上流
使　用　料

(A)+(b1)+(b2)
対前年
増　減

H25 3,398 1,712 1,796 6,906 42 35,686 171 73 1,292 7,150 41
H28 3,375 1,770 1,911 7,056 103 36,598 167 74 1,274 7,297 98

H29 3,378 1,796 1,940 7,114 58 36,805 166 73 1,260 7,353 56

H30 3,371 1,791 1,953 7,115 1 36,783 166 72 1,253 7,353 0

Ｒ元 3,330 1,707 1,954 6,991 △ 124 36,150 164 71 1,230 7,226 △ 127

Ｒ２ 3,231 1,728 2,007 6,966 △ 25 36,522 161 70 1,214 7,197 △ 29

Ｒ３ 3,236 1,756 2,013 7,005 39 36,489 156 68 1,176 7,229 32

Ｒ４ 3,219 1,732 2,001 6,952 △ 53 36,046 157 69 1,176 7,178 △ 51

Ｒ５ 3,201 1,688 1,988 6,877 △ 75 35,621 162 72 1,146 7,111 △ 67

Ｒ６ 3,192 1,693 2,005 6,890 13 35,549 160 73 1,128 7,123 12

Ｒ7 3,221 1,724 2,015 6,960 70 35,646 151 74 1,137 7,185 62

※ 各処理区の内訳は下記のとおり

単独

・単独公共
・長野特環単独

下水道使用料収入の推移

　令和7年度の汚水量は前年度から約10万㎥の増(0.3％)、下水道使用料収入は前年度から約6,200万円
の増(0.9％)となった。
　これは、大口事業者からの汚水量が増加したことが影響している。今後は人口減少による一般家庭
からの汚水量の減少が予想されるため、市内事業者の景気動向や新たな産業用地開発等による業務用
の需要拡大等の動きにも注視する必要がある。

年　度

公共下水道

合　計
(A)

対前年
増　減

汚水量
（千m3）

統 合 分
(b1)

農 集 排
小 規 模
戸    隠
鬼 無 里

合 併 分
(b2)

信州新町
中　　条

汚水量
(千m3)

総　合　計

流域下流 流域上流 統合分 合併分

・公共流域下流区
・長野特環下流

・公共流域上流区 ・特環（戸隠・鬼無里）
・農集（長野・戸隠・鬼無里）
・小規模（豊野）・戸別(戸隠）
・特定浄化槽(長野・戸隠・鬼無
里・大岡）

・特環（信州新町・中条）
・農集(信州新町）
・特定浄化槽(信州新町・中
条）
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単独分使用料 下流分使用料
上流分使用料 統合分使用料
合併分使用料 統合・合併除く汚水量
全体汚水量

上段金額：全体

下段金額：統合・合併分除く

棒グラフ

（百万円）

折れ線

グラフ

（千m3）
7,229百万円

(36,522千ｍ3)

7,353百万円

(7,114百万円）

36,783千ｍ3

(35,646千ｍ3)
(35,549千ｍ3)

36.677千ｍ3

(6,960百万円）

7,123百万円
7,178百万円7,353百万円

(７,115百万円）

37,065千ｍ3

(36,805千ｍ3)

(36,489千ｍ3)

37,665千ｍ3

(6,952百万円）

7,297百万円

(7,056百万円）

37,872千ｍ3

(36,598千ｍ3)

7,226百万円

(6,991百万円）

38,036千ｍ3

(36,783千ｍ3)

7,197百万円

(36,150千ｍ3)

(6,966百万円）

37,380千ｍ3

7,005百万円）

37,736千ｍ3

7,111百万円

(6,877百万円）

37,222千ｍ3

(36,046千ｍ3)

7,185百万円

(6,890百万円）

36.767千ｍ3

(35,621千ｍ3)
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